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首都圏郊外における事業系ごみの排出に関する研究
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1　緒 鱗

葉．潅．醗究硲背景と目的

　いわゆるバブル経済朗までの大量生産・大量消

費・大量廃棄という社会のあり方に嬉して，今駐

では1ナサイクル型社会への転換が求められている。

その実現のため1こは，饑えば東京都里）が詣締す

るように，生産者，流通・販売事業者，消費者が

各自の責任において，ごみを滅らすための役割と

負握とを受け持つ必要が生じよう。その意味では

自治捧ごとに策定が進められている環境基本計癒

等により．ごみの誹廷1に関する総合的なアクショ

ンプランを設定していくことが，一定の意義を持

つものと考える。

　しかし当然．そうした非権力的・非矯鰹的な行

政手法の…方で．適燐なごみの携出管理・擁霧擁

麟を講じていくこともなお重要である。一一霞にご

みと言っても大きくは家庭から癖裁される一一鍛ご

みと，事業辮から撰串される事業系ごみとに分類

される。その講者について擁鐵管遷・撰鐵撫麟の

あ穆方を検討する必要があるが，　とむわけ事業系

ごみについてはその質・量のいずれから考えても，

緊急に辮策を験詳しなければならない。饑えば，

いわゆる産業廃棄彗勢の不法投棄の問題や，「野焼

き」によるダイオキシン公害の発生といった問題

に端的毒こ示されるとお穆である。

　そして，こうした事業系ごみの撲睦iに関わる閣

題はまさに広域的な霧題に変化しっっあるという

ことも考1憲しなければならない。かって高度経済

成長期に発生した公害問題とは，特定の大綬摸事

業所による地域的な問題に1代表されるものであっ

た2）。端して今麩では重厚長大産業からサービ

ス産業を中心とした様々な分野への産業構造転換

が進んでおり，事業系ごみの誹鐵をめぐってはそ

の質・量さらには撰出方法までをあらためて掘握

することが基本問題になると患われる。とりわけ
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首都圏薙磐といった近｛韓こ人羅が増離した新しい

市街地で，どのように事業駈が立地しどのように

事業系ごみを撲鐵しているのかということは，早

急に実態鐙握が求められる開題であると考える、

　以上のような事業系ごみの欝出をめぐる時代背

景をふまえて．奉稿ではこれからの事業系ごみの

撰出管理・撲鐵擁鱗のあむ方について験討を進め

るための基礎的麟究として，その雛出実態の控握

を行うことを主な縫的とする。その綾討の繋象と

しては着棄圏郊外の自治棒をとりあげる。そこに

立地する事業所の特性を樫握した後に，現在のと

ころ事業所がどのような事業系ごみの撰鐵管理・

撲出郷麟を行っているのかということを験試する。

そして，鷲にそうした首都圏薦外の自治体がとる

べき欝欝管蓬・撰灘擁調のあ鯵方について知見を

縁ることをも§的としたい。

書、2．瞬発の購成と方法

　本穂ではまず事業系ごみの擁串実態建i握に関す

る課題について整鐘した後，その娃会講蓋の設計

に関わる駁説を整理する⑦。次いで綾討の対象と

なる菅薦露郊外の自治体を事綱に定め，そこで実

施した社会講査の機要と回答が得られた事業断の

特性について提示する麟。承稿では善鄭饗郊外に

あって，少子高齢牝が進む今醤でもなお人駿が増

撫している自治体である，埼玉繋大井町を事鑓と

してとりあげる。この3では大井驚に立地する事

業断のごみ越礫繋策について把擬する。

　そして大井臨における社会講査の結集を元に，

4では事業系ごみの癖縢実態について分析を行い，

事業辮さらには行政が行うべき撰鐵管蓬・携鐵擁

鱗のあむ方について考察する。1ナサイクル型鮭会

の実現と麗わってこれらの問題を整理する。

　本稿では事業系ごみの挺出実態控握に際し聾97

年から欝98年にかけて，大井臨のすべての事業湧

を韓象とした講査票講査を実施した。その概要に

ついては3．2．に示すとおりであるが，立地を確認

することができた1，5綴事業所のうち欝．畦％にあ

たる弱8件から有効獲答を得ることができた。　こ

の蚤的講査を元にした分析を進めることが，本穣

における醗究の方法の特鍛である。

2　事業系ごみの欝出実態捨握に関する

課題

2．嘩．実態掘握をめぐる論点

　最近の事業系ごみの挺出管鑓・撲鵠擁麟をめぐ

っては，ダイオキシン公害対策や鯵サイクル型社

会への転換という要請を受けて，様々な施策が展

騰されようとしている。そのための法整備として

は．饑えぱ欝禦葎の容器包装喜｝サイクル法（容器

鰹装に係る分甥叡集及び再商品耗の促進等に絶す

る法律）の施行が目立った動きとしてあげられる。

同法は青鷺轡・事業燐・消費者のそれぞれの役割

分撞を明纏にし，再蕎晶化すなわちIJサイクルを

促進することを§的としている。なかでも事業藪

については，再慈島化義務を握う者をゼ特定事業

者」として定め，事業系ごみの撰珪1に帰して綴織

としての対慈1を求めている。再商品建に供するご

みの種類についても，スチール籏・アルミ籏・ガ

ラスびん等の「特定容器」とトレイ・ラップ等の

ヂ特定包装墜を具体的に定めるなどしている。

　絶の法整講としては，鰺鱒年の産業廃棄物越鐸

法の改鑑も注§されよう。これは事業系ごみの麺

蓬を誉料化する方海での改査となっている．

　また法鑓度以外のところでの望葬鐵管麗・癖出梅

麟に関する勤向としては，礫境マネジメントシス

テム鰺0越§醗の認証取欝に関すると惨くみが注

昌される。これ毒こよむ，寒空的な謬無妻管選レ1葬鐙

捧麟を行う事業駈も増翻している1茎｝。事業藪の企

業等としてのイメージアップ効果とも闘わって，

その認証簸縁が行われていると考えられる。

　このような法整騰等によ鯵事業系ごみの撲出管

理・撲趨擁麟に麗する礫境も整簿されっっあるよ

うに見える。しかし，これらがよむ実効牲を発揮

していくためには・まだ課題が露積しているよう

に患われる。その課題の最たるものが，事業所自

｛本の特性の掘握に基づいた施策の展欝1である。

　饑えば容器包装移サイクル法の遜爾事業者と適

濡除外者の捲建1こついては，業種ごとに資本金・

売上高と従業員数を捲標とした基準が設けられて

いる（褒一等）。論点となるのはこうした…律の
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善擦饗鄭磐における事業系ごみの重葬譲に駕する醗究 （達3鋤

基準が果して多様な藤織繕のレベルで行われる擁

轟管遅・誹串梅擬に役立っのかということである。

企業の分投化や多様なサービス産業の展寵する今

嚢にあっては，よ鯵詳総に事業所の蒋雛を甕擁し，

それを施策に結びつける必要がある。

表一藩　容器包装》サイクル法にお捗る適矯事業

　　春と適懲線外巻の搬定基準

く必要がある。

麗　　　分
義務発盤鋳鞘

大　金　業
圭鰻マ奪珪舞玉欝

中ノ1・企業

2蟹購i瞬難

小蔑綾企業

適購除興

業

膿
ノ1・莞

“サービス業

製造業等

　
　
業

　
　
士
冗

鼠

資本余董韓霧超かつ

髪業員3赫入超

資本金3千万馨趨かつ

馨撲翼欝嫉超

資本金董千万聾超かつ

鍵業葵灘、超

資本金i癒糞鞍下又慧

鍵業員3縁入以下

資庫金3千万霧議下文1ま

縫業襲i縫人以下

率　売　・　資庫金i千万繕鎭下又は

サービス粟　縫業費繰入蟻下

　　　　亮と轟2轍千雇繊下かつ
製造業等
　　　　鍵業翼溝入以下

，鐸・小売・　売上高7千万霧蟻下かつ

サービス業　縫業員5人蟻下

　同様の指摘は事業系ごみの撲出郷麟という点で

これまでにも捲機されてきた。饑えば小売繭懇と

いった中小企業ではそもそもごみの分鷲を行う場

所などなく．分磯するには手がかかり過ぎるとい

った隠題である3〉。また，亙SO鍵蟹羅といった覆

境マネジメントシステムも，その管理に携わる人

的資源等を確保することを考感ずると，ある程度

の綴織を持った事業藪でなければ導入が難しい。

　すなわち事業系ごみの撲鐵管理・撲出梅麟を視

野に入れた事業瞬の実態捲握を行うにあたって1よ

実擦にあらゆる事業訴が覆状でもとりくむことが

できる施策の展開を念頭におくことが重要になる

と考える。すでにわが遷にも総務庁が実施する事

業誘・企業統計調査等の信頼できる事業所統計が

あるが12｝，これらに依擁するとしても事業系ごみ

の問題に難した実態廼握とその分析が行われてい

2．2．実態揺鰹に向けた娠説

　それでは事業系ごみの欝畠実態掘握1こ臨むにあ

たっては，どのような事業駈の特性に看経しっっ

分析を行うことを考えるべきか。本稿では先の事

業湧・企業統計講査の講査項§も参考として，主

として以下の4点の仮説を捲襟として選定し，そ

れとの関連から事業所の特性に応じた事業系ごみ

の撰出実態を握握することとした。

　まず第一は営業形態の違いによむ，事業系ごみ

の撰鐵実態は異なるという飯議である。ここでい

う営業形態とは小売業・懸売業・飲食癒等の分類

を孝慈す。こ1うした営業形態の違い毒こより事業系ご

みを暴出する鰹の対慈に差が生じるのか確認する

ことから．営業形態ごとに擁鐵管理・癖串擁麟を

誘導していくことの可能性について綾試する。

　第二は徒業者数の違いによ鯵，事業系ごみの撰

虚実態縁異なるという仮議である．当然，事業藤

には様々な綬穫がある。だが，人聞の手を経てご

みが撲串されるという基本的なことを考癒すれば，

その事業所の鍵業者数の多少によむごみの撰鐵実

態も異なってくることが考えられる。また，現状

での事業系ごみの撲鐵管鑓ということを考えても，

人的資源の問題として対癒が変化するのかという

点は検討課題になるものと考える。

　第三は売上高の違いにより，事業系ごみの撲出

実態は異なるという販説である。事業系ごみ韓策

に投入する財政的資源との関連といった点で変化

が生じうるのかという点、を確認したい。

　そして第贋は事業面積の違いによむ，事業系ご

みの携轟実態は異なるという｛蚕説である。特に事

業系ごみの保管といった癖虚管鑓に関わる事項と

の関連から，この点についてもその違いにより撲

膿実態が異なるのか鐙握したも・。

3　埼玉察大井町における事例研究

3．嘩．事樹の概要

　大井瞬は埼董察南西部に位置する，菖簾圏欝睡

圏のベッ騨タウンである（轡一華〉。かっては瞬

一2i一
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越街道大井籍の癖場籍であると瞬時に，三富新照

隠発によ修整騰された農轡地帯であった。

　、　、
　　　＼舞越　　　　　　　熔

　　　＼　上鯛／
　　　　　　　　ふむみ野毅鱒転輪　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　灘鶏

　　　　　　、　　　　　　　　　鶴瀬
　　　　　　、　　　　　　　、　　　　　志木
　　　　　　　、、
　　　　　　　、、
　　　　　　　　、、
　　　　　　　　、　　　　　　東筑東上線
　　　　　　　　　～　　　　　　　　　＼　　　　　　　　（地下鉄魔楽群舞
　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　、　　　　　　　権互乗》入れ）
　　　　　　灘蓮§難車溝、、

　　　　　　　　　　　　、　　鯵越毒遂
　　　　　　　　　　　　　　㈱議2騒号｝

圭，5総

i，欝§

　i，45馨
鍵

業i，憩§

勝

数
　ま，3講
　簿
）
　i，3§§

i，2灘

至，2§§

i2，§i§

欝，蹴

鍾，57逢

鰺§6　　　工弱茎　　　i鱒6

　　　　隼　次

　　　　　　　　　ニ翻事業漢数＋健業者数

i5，§§§

i逢，講§

鍵，巷鑓

　　　鍵
i3語§§業

　　　者
　　　数
i3，馨鎗

　　　　　　　人
　　　）i2．鎗春

夏2，§総

ii，5暮§

　　　　　　　　　2緻瀟　　　　　　　　　　　翻幡

麟　大発欝（欝劔），『大芽驚新総会計露後難基本誕錘
　機要飯渥，嚢．4，よむ抜粋。

図一陣　大井織綾羅緩

　大井靱は行政区域面積7総．縫3という小規摸な

自治体である。その全域が区域区分をともなう翻

市計画区域であむ，市街化区域が姐4．糠3（53．9

％〉を占める。市轡姥調整区域から南街化区域へ

の編入の際には土地区画整理事業による懸的な雛

市基盤整備を行ってきた経緯があ鯵，現在までに

灘街化区域の39、3％にあたるi6ε．醸段で瞬事業を

施行している。また購事業の施行地区では翻市計

醗法弟鴛条の5による地区謙醐を導入する等，新

しい藁街地の暴住環境の維持管理に実績を持つ。

　こうした言計画的な蒼軍街イとをEl的とした都毒言奮誕彗

による宅地供給の結果，これまで大井町の人口は

増趣顔向のうちに推移してきた。欝韓年代を見る

と，工99§年馨勢調査で欝，籔3入（i2，隠5鬘帯），

ig95年露勢講査で39，6艇人（欝．腿8饗帯〉．2§総年

8月i3理在の大井鬱ぎ往戻基本金縷大鷺で蕊．657

人（露，総艇鬘帯〉となっている。

　次に残存統計より，大井鞍の事業勝の機要につ

いて見ておきたい。まず翻一2には総務庁の事業

勝・企業統計講査結果報告を元に，大井舞の事業

駈数・従業者数の推移を，瞬調査が実施された

図一2　大井鱗事業概数・縫業董数推移

欝8ε年・欝綴隼・欝弱年について示した。

　これを見ると事業誘致は欝き6年から欝9i隼にカ》

けて8、7％増撫．欝雛奪から欝総年にかけて姦．2％

増擁となっている。また従業者数は欝86葎から

1§髄奪にかけて9．9驚増擁，欝磁年から至弱6年に

かけて5．亙％増撫となっている。毒街化の進行に

よる大鷺増撫にともなった増撫と考えられる。

　次に大井驚の事業駈の機要を工業・小売業にし

ぼって承しておく。大井簿は現在のような潅傷化

が進行する罎蔚は農業系土地利絹が多かった。と

りわけ南街牝講整麩域に位置する営農を中塗した

農地が麗発許奪等によリニ£場違串の種麹となって

いた経緯があむ，ここでは工業についてと鯵あげ

る。また，市街化が進行していく過程では当然，

露霧島等を援う小売業の立地が多くなることが考

えられる。そうした槻点から，これら、、i二つの営業

形態についてその機要を見ておきたい。

　まず工業については通商産業省の工業統計講査

よむ，大鐘麟の工場数。工場鍵業者数の推移を講

査が行われた懲懲年樋g93隼・総懸％年について

示した（籔一3）。これを見ると鐵一2のよう1こ大

発臨金棒で慧従業瞬数・従業者数が増撫している

のに対して，蔓1業は減少傾向にあることがわかる。

一22一



i6§

i4§

i2彗

工
　欝§
場

数総

豊饒

鐙

2§

§

首簾欝郊外にお謬る事業系ごみの雛轟に雛する覇究

3，69奪

3，壕32

iiil簸ii
ii華簗iii

≠P＝i講轟

2，798

欝弱 圭993

奪　次

欝弱

壌．§尋巷

3，5｛｝今

3，§総

　　　工
2，5総揚
　　　縫
　　　業
2，蟹矯者

　　　数
i，鎗§（
　　　人
　　　）
i，§馨§

5倉奪

6

麟一3　大井職工場数・工場縫業者数推移

　一方．國一4には大井斑の小売業商癒数・小売

業商癌縫業者数の推移を，通商産業省の商業統計

護蓋より．やは鯵最近の調査結果よむ示した。こ

れを見ると小売業商癒数は欝留年に減少に転じて
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（凌3i至1

いるものの，小売業商癒鍵業者数は増撫している。

大井町では土地区画整理事業施行地響で大型癒の

轟癌が続いている。大型凄が一つの小売業商店で

従業者を増擁させると同時に，麗辺の羅存小売業

臨濤の集客に影響を及ぼしていることが，こうし

た顧海を示す背景にあるものと考える。

　つま鯵大井鰹では全体としては事業翫数の増撫

が認められるものの，工業・小売業については事

業瞬数が減少している。こうした事業湧の動向と

事業系ごみとの霞係を考えると．撲出されるごみ

の質・量もここ数年で変乾があったことが考えら

れる。そうした変乾と関わって，どのような事業

駈による撲濃管蓬・癖出郷麟が行われているのか

ということを検討することが本稿の課題である。

3．2．調査の機要

　本稿に関わる調査はザ大井購事業系ごみの実態

調査」として欝97奪から鯵§8奪にかけて行われた。

この調査は大井霧保健衛生課の委託によ鯵，株式

会社地域総合欝薩麟究承が実施した。筆者は織桂

においてこの講査の設計・実施・監運・集計・分

析・報告書作成という各段繕に関わった。

　この調査が大井鱗により要請された背景には以

下の3点があった。第一は事業系ごみの癖鐡をめ

ぐる時代潮流の変建である。2．薫．に示した容器包

装琴サイクル法の施行への繋癒や，誤訳毒など霧

辺自治体において靉靆となったダイオキシン公害

対策への燐鉱という，籍しい行政課題の発生から

この調査による実態掘握が求められた。

　第二は大井鰹の急速な薦街｛とにともなう，幾存

のごみ麩理施設の麩理能力の問題である．大井騎

で撰出されるごみは，大井町清掃センターで麺理

される。大井馨糞こよると，その標準麺理能力は焼

簾暗闘を延長するとしても1琶あたり約韓tであ

る。これに対する麺遜量であるが，大井臨清掃セ

ンターによると，欝9？奪においてはi臼平均約3§

tを麺理しているとのことであった。難解奪では

i麩平均約鍵tであったとのことから，鰺年間で

i霞平均約5竜の増毅であるというσつまり，こ

のまま大井獅の市街化が進めばごみの町内越理が

園難な状況1こ隠る。そこで驚内のごみ誹轟の実態
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撥鏤を行うために，事業系ごみに関するこの調査

が行われることになった。

　そして第三は大井瞬の主要な施策として，環境

に重点をおくことが構想されたことも襲保してい

る。大井臨では欝§8年度から2§滲む年度にかけて，

覆境基本計懸の策定を進めている。この環境基本

詩嚢は行政と事業所も含めた住民が，礫境閣題に

とりくんでいくためのアクションプランとしてま

とめられるものである。そのアクションプランと

対になるかたちで婆サイクル型擾会の実現に向け

た実効牲のある環境鴛政を推進するために，ごみ

に関わる実態調査が行われることとなった。

　こうした背景を受けてこの調査では，大井町の

事業系ごみの携轟実態を櫨鐡調査ではなく悉皆講

査によむ掘握することとした。選一2に示される

ように，醗存統計から大井i讐糞こある事業翫数は綴

ねi，5総件程度とわかっていたため，悉皆講壷を

実施することは可能であるとの鵯懸を行った。

　すると悉皆講査を行うためにはすべての事業所

の藤1窪がわかる婆ストが必要になるσしかし，こ

うしたリストが漸在しないことがこの講蓋を実施

するにあたっての最靭の課題となった。課税台鰻

によ参ある程度の事業断は控握できるが，そもそ

も課税を目的とした調査ではないため，課税台緩

の§的外流耀となることを考えてその痩馬はしな

かった。そこで電諸嬢を中心として，大井瞬清掃

センターへのごみ機入申込書等この調蓋の趣雷に

関係する台緩も参考としながら，書テストを修成し

た。それでも事業翫の経営主捧が鋳外にある場合，

事業瞬として電誌緩に登録していなも・場合，穫ス

トを作成している最中に事業湧が麗業・廃業する

場合など，掘握が露難な事業所が相当程度あるこ

とも想定された。そこで，罫大井驚商工会名簿選

等関連する台緩の参熱や驚内を踏査するなどして

婆ストの縞獲を高めることをめざしたウ

　このようにして欝欝奪度の段隊ではi，32§件の

撃ストを鐸成することができた。そこでまずこの

i，5鴻件に対して郵送調査法による講査禀請査を

実施した。これへの翻答件数は騒8件であった。

ただしこの鐙97年の調査の最中にも穏当の事業所

の罷業・廃業があった。そこで，あらためて1ナス

トの補充を行い醤答が得られていない事業駈を対

象として再度，同様の調室票を郵送調査法によ吟

蟹玉；幕・回叙した。　この二二度1こわたる講査の結果，

最終的に表一2に示す回答を露だ。有効繊答件数

は営業活動をヂ行っていない藁といった葬該当に

あたる羅答を除き，さらに無回答など集計できな

いもの等を除き，薩足した。

表一2　r大井購事業系ごみの実態講査3機要

総配奄件数　　　（A〉 i，58麟・

総回答件数　　　（B） 玉，麗3欝

総　露　答　率　（B／A） 麟．了i％

有効鬱蒼欝数　　　（C〉 鱒8群

盲幾園答率　（c／汽） 5？．43驚

　この講査票では銀下の6項§を大縫とし．金鋸

で鰺の小間を設け質幾した131。大間の第一は事業

勝のフェイスシートである（小間8闘〉。事業瞬

の名称・翫在地にはじまむ，営業形態，鍵業者数，

売上高，事業面積，等の特盤を見る項目を欝いた。

　第二は事業湧におけるごみ娯蓬の方法について

饑いている（岡4賜）。ごみの撰鐵先，ごみを携

鐵する際の量，自家麺理の実態，等について縫い

た。第三は特に有害霧質の携鐡に関わる項目とし

て，プラスチックごみの撰鐡量と麺理の方法につ

いて騰継ている（濁2幾）。第露としてはごみ麺

蓬の擁鍵侮業の実態として，ごみ難理の握当責紐

者設置の有無やごみ保管場漸設置の有無等につい

て聞いている（海2翼）。第五としては琴サイク

ルヘのとりくみの有無と，婆サイクルに供してい

るごみの種類について闘いている（購工購〉。そ

して第六としては最透一ケ月あたりに雛鐡した，

ごみの量について聞継ている（縁i悶）。

　以上の大間6項目のなかで，特に本稿に驚わっ

て分析するのは第二・第羅・第五の内容である。

その飽全般的な事業系ごみの欝虚に関する質・量

の分析は携に報告書としてまとめられている4）。

3、3、騒答が得られた事業漸の特性

　次垂ここの調i蠹毒こより有効覆1答を得ることができ

た鱒8件について，まずその事業羨としての特種
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首薬饗郵興における事業系ごみの雛幽に絶する醗究 1縷3欝

を本稿の関心に離して見ていこう。まず営業形態

に絶する渡：数分鵜票は表一3のように示される。

これによると小売業（i82件），工場（欝4件），

の億（欝6件），と度数が多くなっている。

表一3　大井驚事業藩営業形態度数分萄票

そ

営　業　形　態 実数（韓） 離合（％〉

小　　　売　　　業 i82 2§

－　　　　　　　　場 i駿 i7

事務瞬・営業漸 i2？ 越

飲　　　食　　　篠 欝β ii

建設業・工務震 9玉 欝

診療辮　・病錠 3§ 珪

蹄　　　売　　　業 2？ 3

輸送・醗送センター 9 i

スぷ一ツ　ク　ラ　ブ § i

学　　　　　　　校 § i

そ　　　の　　　匙 i36 i5

無　　　麟　　　答 27 3

合　　　　詩 鱒8 i毅

　また従業者数にっ》てみると，その度数分薦票

は表一3のように示される。これによると，実に

亙～5人という糟籔だけで522件，58％をおめて

いることがわかる。その次に度数の高かった繕綴

が6～鱒人の臆9件である。つまむ，これらを総

合すると従業者数の縫摸としては，大蕎驚では小

媛穫な事業瞬が多数を占めていることがわかる。

表一5　大井跡事業懇縫業者数慶数分祷棄

鍵　業　者　数 実数（働 離合（％〉

i～　5人 522 57

6～　麗人 2鱒 23

2董～　3§人 韓 魂

説～　灘人 駐 5

5i～i総人 董3 i

欝i～3奪§人 27 3

3縫～灘馨人 3 §

5雛入超 3 幕

無　麟　答 5§ 6

合　　　　計 9総 i総

　次に売上高について見ると，その度数分毒麦は

表一4のとお鯵である。このうち最も度数が高か

ったのはi，§総～7，§総万胃の解i件であむ，以下

5総～i，総§万跨窃）玉28件．2癒透千万需超の登5件

と続いている。最も度数が高かった麦，総奪～7，G導G

万響以下の賠級に62驚が集まっている。

表一躍　大井購事業蔑売上高度数分窃票

奪瞬発一L蕩 実数（件〉 割合（％）

な　　　　し 32 尋

獅万警乗講 38 薤

露唇～§臆万難 §3 欝

5総～i，9蓼§育雛 茎2馨 鍵

i，奪総～7，春§春万霧 2？i 3巷

7．縫§～i徳霧 5玉 6

i臆鍔～2臆4千万胃 83 警

2癒珪千万跨超 簸5 i3

無　墜　答 §7 葺

合　　　　計 鱒8 i巷§

　そして本稿の仮説との麗連では，最後に事業面

穫の機要について見ておこう。その度数分布票は

表一6に示される。

表一§　大井郷事業駈事業面稜度数労青票

事　業　蚕　積 実数（件〉 割金（驚）

§～　　欝§㎡ 3讐 軽

i艇～　5総㎡ i？§ i§

5綴～3，暮§§㎡ i23 錘

3，総i㎡超 尊2 幕

無　羅　答 i弱 22

金　　　　計 鱒8 韓暮

　これによると，事業面積として最も度数が高か

ったのは§～縛む㎡の3鱗件である。続いたのは

欝i～5総㎡の葺蟹隼である。この§｛鴻㎡に満たない

事業面積しか持たない事業蕗だけで，総％をおめ

る。つま鯵，事業面穫の点から見ても，大井瞬の

事業所は極めて小規摸なものが多いことがわかる。

土地挺画整理事業による市街化が進むなかでは，
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宅地の綴分銘が進むことが指摘されていおり瞬，

そうした毒衡化との関連からこうした頼向が生じ

るものと考えられる。ただし．大井蹴こも鱒，毒§奪

㎡を超える大綬撲な事業面積を持つ事業断想§件

認められた。

　こうした大井瞬の事業新の特性として，総じて

言えることは，その規模が極めて小焼模というこ

とである。売上高・従業者数・事業面積のも・ずれ

を覧ても，小綬模な懲綴に辮羅する事業翫が極め

て多かった。すなわち，こうした小規模な事業斬

への麟癖を念頭に置きながら，その事業系ごみの

撲串管遅・擁鐵擁舗のあむ方が大井町では縫われ

ていくことがわかるだろう。

3．4．事業漸1こよるごみ鑓選録策の実態

　それではこうした小幾摸な事業勝が多い大井購

では，どのような事業系ごみの撰出実態となって

いるのであろうか。まず羨鍵としてこの調査から

艶麗された，大井窮の事業系ごみの内容とその癖

鐡経跨を見ておきたい。表一丁はごみの種類ごと

の一ケ月あたむ撰鐵量を闘いた質溝環§をもとに

整理した，大発驚の事業系ごみの内訳である。

　これによると，一ヶ月あたむ約35蟹の事業系

ごみが撲串されていることがわかる。ただし，こ

の講査に懇答を寄せていない事業藤があることな

どを考えると，これがすなわち大弁鱗の確定され

た事業系ごみの量であるとはいい難い。また，調

査票への繧答を縫記したところでは，一ケ月のご

みの撰鐵実績を藍確に甕握しているとは思えない

回答（誤答）が多数見受けられた。

　そうした蕾提で表一7からわかることを示せば，

ごみの種類，すなわち質の翼題としては紙類がの

べ約2総t（57．5％）を薦めていることがわかる。

すると，事業系ごみの質の閣題としては紙類を中

心としてその琴サイクルの実施など擁繕管理・撲

出郷鱗を麟っていく道筋が考えられる。

　また，鍵串縫蕗の問題としては産業廃棄鞠とし

て業者等により綬鶏に載せられる事業系ごみが，

約i8翫（52．2露）と最も多かった。こうした結

果から考えると．産業廃棄轍というルートにいか

に行政としての管運の手を韓ばすかということが

瞬われてこよう。集積場斯や大弁鱗溝撮センター

へのごみの綴入が事業所によ鯵直接行われている

分につ簸ては，直接に行政がその管遅を行うこと

褒一丁　大井鯨事業系ごみの轡訳（嚢響／舞）

雛　　　毒　　　経　　　驚
ごみの種類

跨 産業廃棄麹 そ　の　難 無　懇　答

新　　懸　　紙 i．尋i2．8 i，巷暮2．§ i，5§4．§ 5総．3 尊，5欝i

紙　雑　　　　　誌 7妬．3 i，偽4．§ 2，欝i．3 33．3 垂，§23．§

段　ボ　一　ル 8，麟？．3 82，685．§ 魂3，656．8 2．9獄6 i37，7蟹．7

類 その飽紙類 i7，23s、7 i3，32i．2 懇．7§2．9 2餐．5 妬，§鍵．3

紙類だが不窮 3i3．§ §7§．8 逢，9暮2．5 3，i53．碁 8，弱毒．2

木　　　　　　　屑 工，緩6．琶 ii，83尊．8 蓬，7総．警 蔦5．§ 懲．342．6

繊　　　維　　　屑 §32、2 塁，警懲．§ 騒．5 8．§ 5，9鎗．？

ポ蓼バケツ小 2，6i8．§ 7，§鍵§ 72i．§ 欝．§ ii，3i3，§

ポリバケツ中 i，§鰺．§ 2艦．§ 2｛｝．G ○．§ i，鱒2．琶

羅
　
　
　
葬
ご　み　袋　中 2馨．7i2．蓬 2§，22§．馨 328．§ 3，352．§ 艇，§2i、尋

欝茶だが不購 8．9｛｝8．7 塵，8弱．5 i，5至8．§ 6．857護 22，i獲6

プ　ラ　ス　チ　ッ　ク 5？5．5 24，薦7．8 248．2 i鍍5 2碁，G欝§

空　　　き　　　綴 i，逢87．7 2．6i3．i 1．363．§ 98．§ 5，5春2．尋

空　　　き　　　短 尋，総6．2 7，7§3．9 工，騒8、5 i鱒．逢 越，玉籔§

合　　　　欝 7i，3鎗、§ 雄3，i？9．6 78，662．2 貨，722．6 35§，8穫9
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善灘灘難舞にお捗る事業系ごみの誹患に幾する曝究

もできよう。しかし，産業廃棄暢というルートに

ついては実鰹のところその後の行く先が見えづら

いところがある．この点に踏み込んだ端策が大井

鑓での董な課題になるだろうゆ

　そして事業藩におけるごみ鑓蓬の方法や責任者

の決定の有無と，3．3．でみた事業湧の特性との縫

　　　　　小売業

　　　　　工　場

　　事務辮・営業駈

　　　　　飲食籍

　　建設業・二L務店

　　　診療辮・病銑

　　　　　鐸売業

輸送・醗送センター

　　スぷ一ツクラブ

　　　　　　学　校

　　　　　　その地

　　　　　　無圏箸

　　　　　　総　計

143難

係である。このごみ鑓理の方法や責任者の有無に

ついて，全体ではヂ決めている」とした事業溺が

藤§件（総．2％）とほぼ半数を露めていた。なお，

軒決めていない」は3鱒件（38．蓬％），無懸答は欝3

件（簸．3鷺）であった。

　このごみ越遅方法や責任者の決定の有無と幾係

蟹．§．

　産5、2

尋2、§

23、董

溺、3

　錦窯

38．嚢

眺欝％2§％3眺4鰹麓％6鰹鴨％8鰯

『13、2

§．§

遵、§

奪．轟

　垂難

繋％　欝§懇

麗決めている 9決めていない

緩一5　大井町事業漸の営業形態鶏ごみ麩理責任者決建献況

　i～5人

　6～鎗人

　2i～齢人

　3i～論人

5i～欝§人

爵i～3総人

3綴～灘§人

5鍵人以一L

　　無回答

　　総、謎

遵2．§

3碁、導

鍵§

38．4

尋．3

　　書．暮

蒙．4　彗．§

　　馨．§

　　｛｝．§

眺懲％2鰹3幌4旛5§％鋳％7眺齢％9鰹懸％
瞬決めている　瞬決めていない　騒無獲答

騒一6　大井緯事業藤の復業考数鑓ごみ鎚理責経表決愛嬢混
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な　し

　　　　　茎韓万縁未満

　　　　i総僧5鋳万欝

鎗奪万驚超～i，§総万韓

董，§鱒万霧超～竃｝巷万需

　7，§縫万蒋超～i鐘簿

11意籍1超～2癒縫子が霧

　　　2鐘4千万懇超

　　　　　　　無縁答

　　　　　　　総　討

尋．§

G％　　　i§隻6　　　2§舞6　　　3｛［縷6　　　z隻｛［》穿6　　　5｛肇％　　　§（肇穿6　　　7｛：》％　　　8｛》％　　　§｛垂穿6　　蟹｝｛｝穿6

羅決めている　霧決めていない　蓬彗無縁答

緩一7　大井驚事業辮の売上轟溺ごみ麺建黄経表決楚歌溌

のある項目として．営業形態・縫業者数・売上高，

のそれぞれについてク澱ス集計を行った結果が，

麗一5から磨一7である。事業薦積につも・ては特

に関係を見なかった。

　醒一5よむごみ麺運方法や責任者を夢決めてい

る」場合が多い営業形態は，診療翫・燐駝（§7．6

鷺），輸送・醗送センター（§§．§隻6），事務翫・営

業所（欝．§％）の纈となっている。診療藤・病錠

にヂ決めている諜場合が多いことの背景には，医

療廃棄梅という特殊なごみの麺理を援っているこ

とと縫孫があるものと患われる。

　射してごみ越理方法や握当責任者を「決めてい

ない墜場合が多い賞業形態は，灘売業（55．2驚〉，

工場（婚．2％〉，建設業・工務店（艦．i％〉の題

となっている。事業翫によってはごみ越理の方法・

握当責任者を決める必要がない場合（従業者数が

少ない等）も考えられるが，これらの営業形態は

特にオフィスというよ穆は現場でのごみの擁串が

多い営業形態だけに，綴織的な撲轟管理寮必要な

ことには疑いの余地がないように思われる。

　次に翻一6よむ鍵業者数ごとに，ごみ難理方法

や責任者の決定の有無について見てみたい。する

と，従業者数至難～3総入の酷綴が薪決めている3

92、逢驚（25件〉，「決めていない建7．蓬％（2件）

となっておむ，「決めている建の最も多い繕綴と

なっている。そしてここで注鞣すべきは，以下，

鍵業饗数が小焼模になるにしたがって新決めてい

る」の割合が下降していくことである。ついにi

～5人の賠級では醗7賑と，半数以下の離合となっ

ている。つまり従業者数が少なくなるにしたがい，

ごみ麺理への綴織的な対癒が手薄になっていくと

いう状溌がわかる。磯かにごみ越理方法や責任者

を決めずとも，本人もしくは気がついた者がごみ

撰鐵にあたればよいようには思われる。しかし，

琴サイクルヘのと惨くみといったことを考えれば，

ごみ越選方法の徹底等には課題が残されよう。

　そして岡むく事業藪の窺穫との経連でみるため

に，襲一7では売上高馨彗に比較した。これを見る

と，「決めている葦とする割合は，2億嘆千万鍔

超が総．i％と最も高も、。駁下，や1鈎莞至高が下

がるにしたがって「決めている雌の霧彗合は減少し

ている。ただし灘馨万緑超～i，§鱒万円の躇綴では

5倉、8擁がゼ決めて疑る」としてお鯵，前後する酷

級よ鯵高い麟合が示されている。その意殊でε決

めている」だけに着目しても大きな蟹薄がみえに

くいところがあるが，顕著な差異が示されている

のが「無懸答韮の割合である。これをみるとi，総§

万響超～？，§舗万円の賠級で8、i％の割合を示し，

以下，5馨§万肖超～i，倉鱒万欝欝．§驚，欝§～総奪万

跨捲．3％，i騰万跨未満26．3％，となる。「決めて

一28一



着蔀毯鄭磐における事業系ごみの鶴塩江臠する醗究

いる雌ゼ淡めていな籍」のどちらでもなく「無繕

答4とする背景には，ごみ麩理について継織的紅

嬉感ずる意識が欠撫している罵能牲がある¢それ

が売上高が少なくなるにしたがって顕著になると

いうことには，やは穆涯目をする必要があると思

われる。

　　　　　小売業

　　　　　■、場

　　事務漸・営業駈

　　　　　飲食癒

　　建設業・二L務籍

　　　診療湧・病錠

　　　　　　鋒売業

輸送・愛送センター

　　スポーツクラブ

　　　　　　学　校

　　　　　　その勉

　　　　　　無轡答

　　　　　　総　計

　　　　　　　　　轡％　鰺％

鶴購

　以上のごみ麩蓬方法や責任者憂）決定の有無は，

いわば事業系ごみの撲出管理・撲鐵擁舗に関する

取む決めと疑ったものの有無について翼継たもの

である。それでは勃理的な場駈の懸題として，大

井織の事業翫は鰐策を講じて》るのであろうか。

ここでは事業系ごみの探管場霧の有無について，

　盤、各

S§．轟 §．毒

彗．巷

2眺3銚鎗％5鰹6眺7眺8暮％螂6懸％
羅確保している　歴i確録していない　騒無獲答

霞一8　大醤鑓事業漸の営業形態溺ごみ採管場漸確裸の有無

　圭～5人

　6～2§人

　2i～3舞人

　3i～欝人

5i～欝§人

搬～3巷§入

3髄～5§倉入

5艇入獄上

　　無涯答

　　総　計

9％

2塩§

翅．轟　　　聾脅　i

　董2．2　　護§

　　・焉、淫　　　§．轡

　　　ii．産　彗．§

彗．§

鴛％2眺3鰯桑眺5鰯6鰹7馨％8銚9§％欝銚
騒確保している 鬱鬱繰していない

籔一9　大井舞事業断の縫業巻数溺ごみ採篶場醗建株の蒼無

一2§一
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G～i総㎡

1醗～灘｛｝㎡

臆i～3．毒§奪雄

3，§綴躍起

無遜答

総　計

｛｝％　　　蟹｝穿6　　2（肇％　　　3｛｝％　　　窪§％　　　5｛｝琵6　　6｛｝％　　　7｛》多6　　8む％　　　9｛妻％　　　i｛｝｛》％

醗確保している　露確保していな継　麟無國答

麟一鐙　大i丼晦事業霧の事業面積溺ごみ裸管場残確採の虜無

やは鯵関係のある項穏として営業形態・従業者

数・事業嚢積ごとにクロス集計を行った。その結

果は蟹一8から羅一餐翼こ示される。

　まず餐璽一8の営業琵多態菱講に見たごみ保管場藪の

有無であるが，最もごみ保管場翫をギ確保してい

る」割合が多い営業形態は学校（霜．9％）であっ

た。次いで建設業・工務唐（72．§％），工場

（§2．§鷺）．となっている。このうち学校は回答が

簿られた茎3件のうち，欝件がゼ確保している涯．

3件がダ無露答葺であった。ここであげた学校．

建設業・工務繕，工場はかなりまとまったごみの

撰鐵が考えられる営業形態であり，ごみ保管場藪

も確保することが営業の繭握であると考えられる。

　また逆に最も「確保していない」割合が多い営

業形懸は輸送・醗送センター（灘．蓼％）であむ．

次いで雛売業（48．§％），その勉（載5％〉となっ

ている。輸送・醍送センターは痙答件数が欝欝で

あ静，「縫保している3藻窪保していないまが5｛隼

ずつであった。

　次に事業系ごみの撲翫管理に関わる人的資源の

開題を考癒して，従業者数霧にごみ保管場藤確保

の有無を箆たものが醒一9である。これによると，

やはり従業者数の綾摸が増えるにしたがって，ご

み保管場所を「確保している涯離合も増撫すると

いうことである。5劔人以上の事業漸では総．7％

に霧1合が下がるものの，　1～5人から3綴～5｛婚人

にか畿てはll擾次．雛窪保している」の審！合が増撫

しているゆこのなかで注縫すべきはi～5人の賠

綴の「確保している」の割合が37．尋％と地の繕綴

よむ少ないことである。これは事業懸積の少なさ

ということとも馨馨｛系していると思われるカ｛，鍵業

者数の少なさゆえに事業議としてごみ撰灘こ紛織

的に端慈ができないということを表してもいるの

ではないか。

　そして事業面積磯にごみ保管場概確保の有無を

見たものが鶴一鰺である。これをみると「確保し

ている」の割合が§～欝§㎡39．6％，1鑓～§総㎡

62．9％幸　5｛羅～3，｛｝§｛肇㎡78．〔）％，　3，〔護｝i㎡超88、i穿6

と事業面積が増撫するに従い，増撫していること

がわかる。つまり事業藏積の広さとごみ保管場斬

確保の有無は托琵鯵の関係にあるといえる。

4　実効牲ある事業系ごみの排出管理・

欝畠撫麟のために

4．葉．琴サイクル整社会の実現に向けた課題

　3．4にお疑ては大井臨における事業系ごみの癖

濃実態として，ごみ越理方法や責任者の決定の有

無，ごみ繰管場湧確保の有無について縫いた。こ

れを営業形態・従業者数・売上高・事業面積それ

ぞれについて，闘係のある項§にしぼりながらク

藤ス集撰一を行った。ここから得られる全体の知見

としては，小焼模な事業議ほど事業系ごみの撰患

管鑓・謬墾1擁毒彗1こ封ずると惨くみが手薄になるの

ではないかという一種の飯議である。こうした大

井籍の事業醗が今後の弓サイクル整経会の実現に

向けて，どのような擁鐡管理・馨出郷鰯を実現で

きるのであろうか。
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首蔀圏鶴舞における事業系ごみの雛懲に騰する醗究 （尊3i騎

　ここでは，この講査の結果よむ13サイクルヘの

とりくみをまず見てみよう。その後に容器包装馨

サイクル法による適絹事業者と適題除外者をこの

講萱結果から蟹1鐡し，その遷絹藝余外者が現状とし

てどの程度の喜多サイクルヘのとりくみを行ってい

るのかということを綾詳しよう。

　この講査ではごみの馨サイクルを「行っている」

紅行っていない窪という二者択一方式により縫い

ている。その度数分奄としては，ゼ行っている盛

が駐4件（鶴驚），ゼ行っていない」が48贋葬（53

％）となった。つまり「行っていない」が多数を

占める結果であった。ただし痙答を確認したとこ

ろでは．「1｝サイクル」という事項の内容が，事

業漸によってまちまちに受け取られていた績鰹が

否めない。容器包装雛サイクル法第二条第八項で

はぜ再商贔イ嬢の定義として「自ら分霧基準適合

麹を製贔の原繍料として科羅すること憾紅霞ら燃

料以外の羅途で分騨基準適合梅を製品としてその

まま｛壷辯護すること≦等をあげている。だがこの講

査の繕答からは纂鐵したごみの行方までを見越し

ているか疑幾税せざるを得ない回答も散見された。

　そのヒでここでは営業形態毒こしぼって，陰サイ

クルヘのと惨くみの有無について，ク縫ス集計を

行った。その結果は麟一讐に示される。これをみ

ると最も辱サイクルを「膏っている」営業形態は

学校（総．2％）であむ，次いで小売業（49．違％〉，

事務所・営業湧（磐．3％），建設業・工務篠（47．3

賜）となっている。対して最も蓼サイクルを「行

っていない3営業形態は診療所・病醗（鴨．3％）

であり，次いで鐸売業（鑓．暮％），輸送・配送セ

ンター（総、§％）となっている。ただし診療湧・

病號については医療廃棄鞠という本来llサイクル

に供しにくいごみを誹鐵していると考えられる。

しかし卸売業，輸送・醗送センターについてはと

むくみ自鉢が闘われるといえるだろう。

　こうした営業形態霧の嘆サイクルヘのと惨くみ

であるが，全体としてそのとりくみが低いように，

やはむ営業形態によっては今後の撰鐡管理・撲出

郷舗のあむ方と関わって権当の執遵鬱憂が必要な

ように患われる。そうした軌道修蕊という観点か

ら，次にとむあげる容器包装箏サイクル法は導入

されたとも言えよう．2．輩．では容器包装蓼サイク

ル法毒こよる趨灘事業者と遍羅除外者の捲定基準が，

全蟹一律でよいのかという疑問を論点み一つとし

　　　　　小売業

　　　　　．灘　場

　　事務所・営業所

　　　　　飲食震

　　建設業・工務篠

　　診療湧・癖錠

　　　　　灘売業

輸送・翫送センター

　　スポーツクラブ

　　　　　学　校

　　　　　その鰭

　　　　　無回答

　　　　　総　詩

嚢．§

尋．奪

童．§

董i薄

曇．§

鯵．7

§．§

玉i萎

眺エ眺2眺3幌鱒％5眺総曳17眺鍵％9鰯鵬％

壷飾ってい嫌懸鞭答1
麟一鱗　大井購事業藩の騨サイケルヘのと騒くみ（営業形態溺）
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て提示した。ここでは実擦にこの調室の結果から，

大井驚の事業駈をこの指定基準にシミュレーショ

ンとしてあてはめてみよう。

　その作業の手顯慧以下のとお滲である。

韓　営業形態よむ事業漸を製造業等．雛売業，小

　売・’サービス業に総分類する。この際，診療訴

　・病院，学校，公務，無回答などについては繋

　象から除外した。

鋤　適霧事業者及び適絹除外者（表一葉）の指定

　基準のとおむ資本金・基金等，鍵業者数売上

　金，の蟹答に耀して事業議をさらに分類した。

　この際，資本金・基金等，従業者数．売上金で

　分類に必要な項隷こ無回答がある場合は蝿象か

　ら除外した。この結果，表一8のように適矯事

表一8　懇答が霧られた事業断の遍羅事業者・

　　　適絹隊外妾への分類

籔　　　　分

`務発症時難
業　　　　種 樽　数

製　　造　　業　　等 i

大　　企　　業

猿縺H隼魂月i縫
鍵　　　売　　　業 窃

小売・サービス業 9

製　　造　　業　　等 82

申　小　企　業

Q奪総奪珪月i嚢
舞　　　売　　　業 22

小売・サービス業 92

製　　造　　業　　等 欝8小規模企業
K　薦　縁　外 鐸・小売・サービス業 325

　業者と遍照稔外者とをあてはめることができた。

　なおこのように最終的に分類された事業議の合

　計はのべ？2§件となった。

　この表一3を見ると，驚くべきことに質．嬬1こ

あたる523件の事業新が適溝除外者にあてはまる

ことになる。　ここにも大井鶴における事業翫の小

規摸な状況が談み取れるが，やはり全蟹一律の基

準にあてはめてみても懸尺にあわない事業駈が多

数蓉在することが考えられる。こうした実態をふ

まえて容器包装菅｝サイクル法の適矯を検討するの

であ蕊ば，当然，その上乗せといった捲置を講じ

る必要も考えられなければならないだろう。

　そして園一籌2には蓑一8の分類によむ適矯事業

者となる2総件にっも、て，その講査結果に見る琴

サイクルヘのと惨くみの誠溌を示した。なお，こ

のうち大企業一製造業等は件数がi件であむ，割

合もこれにともなって欝§％となっている。

　これを見ると，奮｝サイクルをヂ行っている雌と

した割合が最も高も、のは小焼接企業一製造業等の

幹．9％であ鯵，次墾で小燈模企業一蹄・小売・サ

ービス業の尋5、8％であることがわかる。この結果，

意外にも現状では適爾除外者の婆サイクルヘのと

りくみの方が充実していることが考えられる。小

縫摸企業は古紙繕奴等，家庭薬ごみの綬鶏で春｝サ

イクルをしているものと患われる。

　一方．鯵サイクルヘのとむくみをゼ行っていな

い」としたもののなかでは．中小企業一簿売業の

　　　　大企業一製造業等

　大企業一小売・ザービス業

　　　中小企業一製造業等

　　　　中小企業一節売業

中小企業一小売・サービス業

　　小幾摸企業一製造業等

亭幾摸企業一躍・小i海・サーどス業

　　　　　　　　　総　計

§君舞

§、§

嚢．彗

玉i異

暮．6

縫、魯

。穿6　欝％　2馨％　謁兆　4醗6　5磐6　6春驚　臆簿　8§鯨　鱒％　欝倉兆

縫付っている　懇行っていない　圏無獲答

園補2適驚事業老の》サイクルヘのと蟹くみ献混
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総、2％が最も多かった。次いで，中小企業一製造

業等の57．3％，大企業一小売・サービス業の55．6

驚となっている。特に「特定事業者謹の区分で》

えば「大企業達はすでに容器包装撃サイクル法で

いう再商品化義務が発生している事業所である。

大企業一製造業等はi件申i件が移サイクルを
ε行っている」ので霧題はなも・が，大企業一ノ1涜・

サービス業については．そのとりくみの抵さが開

題とされるところである。

4．2．とらえどころなき欝欝葵i態

　以上の分析をふまえて燈握される全体的な繧向

は，以下の点に集約されよう。

　まず事業駈の特盤として．大井臨の事業勝は小

売業といった営業形態が多匙㌔しかも，それら多

数を占める事業湧を中心として，従業者数・売上

高・事業嚢積といった焼模をあらわす捲繧のいず

れもが小規模化している。その背景には土地盤薩

整遅事業等による市街乾のあむ方も驚連があるも

のと懇、われる。

　こうした大井臨の事業撰のごみの擁鐵管蓬・癖

鐵擁麟にっも・て実態控握を試みた。ごみ越理方法

や責任者の決定の有無について見ると，鍵業者数

及ぴ売上高が串縫横死すると，ごみ越理への綴織

的な韓紅も手薄になることがわかった。また，ご

み保管場霧確保の有無について見ても，縫業者数

及び事業面稜が小綬撲銘すると，その確保が行わ

れなくなるという領海を読み取ることができた。

　そして蓼サイクルに絶する閣題として，大発籍

では事業瞬全体の領海として，そのとむくみは未

だに抵講なものであることが廼握できた。そして

そのこと以上に問題になることは，容器包装馨サ

イクル法の適耀事業者と遍羅縫外者をシミ」レー

シ芸ンとして鴛られた調査結果よむ麹畿すると，

大井簿の事業所の大辛がその小規摸さゆえに遍羅

除外者となってしまうということであった。

　すなわち大井麟のような郊外にお謬る事業系ご

みの欝議の聾題を考えるのであれば，小幾模な事

業湧への対策をどのように考えるのかということ

が重要な開題になるものと考える。大規摸な，そ

れこそ公害と結びつくような事業所への蝋策はこ

れまでの公害蝿策行政のなかで榛々な蓄積がなさ

れてきたとみてよい。鰍えば慈治体独奏の覆境関

連の条携鱗定や公害鋳疲協定の締結がある。だが，

大井籍で見たような串焼摸な事業鋳への対策は，

実はこれまで十分な蓄積がないように思われる。

　だが，こうした小規摸な事業溺の撰鐵管理・欝

鐡擁麟のコントP一ルをめぐっては，本稿のよう

な調査をとおしてもなお，その基礎となる事業系

ごみの撲鎚実態がとらえどころのないものである

と考えられる。この講査の懇答を纒々に見ると，

小規模な事業漸1まどごみの撲鐡経驚江ついて．一

般ごみの集積場辮に撰鐡しているという懇答力唱

立った。そうした罎答を寄せる事業翫は，鰍えば

家縫をオフィスとしているような事務藪であった

穆学習塾のような事業蕗であった．

　確かに家庭から撲出される一般ごみと質・量と

もに変わむのない事業系ごみを撲鐡している事業

断は多いものと考える。こうした事業湧が撰幾す

るごみまでを一律に事業系ごみの範癖にとらえて，

その撰串管理・撲鐵擁鱗の：コントロールを施そう

としても．かえって事業湧の運解は得られないで

あろう。携えば事業系ごみみ撲鐵をめぐってはそ

の有料秘が常に議講の嬉象となるが，ほぼ一般ご

みと織様であるのに有料｛との網がかけられれ毒ま当

然に反発を招こう§〉。しかし，紙類を中心にこう

した事業翫から撰鐡されるごみが少なからぬ量で

あることも藝霧かであり，看過はできない。

　つまむ．こうした事業系ごみか一般ごみかその

範疇の分懸が灘難な，いわばグレーゾーンにある

事業態への繋策こそが重要な課題である。大井郷

のような郊外における自治体の今後の事業系ごみ

の擁護管理・撲串縫麟の焦点になろう。

5　結　　語

　以上をふまえると，事業湧の特性に感じた行政

による事業系ごみの撰鐵管蓬・撰鐡掬網コント欝一

ルは．どのように展開すべきなのか。ここでは結

語として，大井臨がこの講査の結果を元に行って

いる葦藁境行政のと鐘）くみを紹介しておく。

　まず，こうしたその自治鉢に立地するすべての

一33一



総221 福島大学地域麟究　第鴛巻　第3号　2巷彗主．i

事業所を婦象とした事業系ごみの実懇請沓形待わ

れたこと警棒が，一定の意義を持つことであった。

これは行政区域癖積も小媛穫な大井町のような自

治体だからこそ，酵能となった調査と言えるだろ

う。この講査結果を元に，容器包装蔭サイクル法

の施行にあたっての事業湧への嶽導等が闘嬉され

たという実務における成果もあった。

　そしてこの調査により霧られた結果は，大井瞬

溝縷センターへのごみ織入申込書とともに，夢大

井籍事業票ごみのデータベース窪としてまとめら

れ，窓聾業務に礎盤された。こうした事業鋳ごと

の事業系ごみの挺出実態を常に憐報を更新しっっ

蓉遇することが基塞としては重要であろう．

　それらをふまえて大井驚独自の事業系ごみの撲

鐵管残塁拳垂葺珪豊郷毒弩のコントローノレの襲壷策が策定さ

れたかというと．　これ書ま2（｝｛発葺三3月蓼こまとめられ

る環境基本計薩において瞬らかにされる点が多い。

この調査結集が独嚢の環境行政の展聡に活i賂を聡

くかは稿をあらためて論じる必要も残される。

　本稿では特に大井臨という着翻露郊外の自治体

を事擁として，その事業系ごみの撰趨実態に関す

る調査とその分析を行った。その知見としては，

小焼模な事業藪への麟策の必要などが獲得された。

今後の撃サイクル型縫会の実現を展望するめであ

れば，事業系ごみの撰鐡管理・欝串梅毒彗に海けた

指標の獲霧が必要になる。その意秣で，本稿は基

礎的瞬究としての意義を持つものと考える。しか

し今後の癖究課題として，購様あるいは質的に異

なる自治体との鋤較をとおして，よむ普遍性を持

った麟策のあ吟方毒蛾今殊される必要がある。

補注

轡　亙SO弱毒9唖SO慧§嚢磁こ絶する精鞍鍵盤を行うア

　イソ・ワールド㈱の諜i査によると2馨§奪年7月愛在．

　わが蟹で欝0錘§醗の認護取鬱した懸鉢等は3，9盤

　轄に長ぶ。これは金轡界で鰺，蕊2件の認証叢薄が

　あるなかで第i鎧である。　なお，　第2｛立はドイツ

　⑫．3総件），第3位はイギ婆ス（i，馨春樽）である。

鱒　なお事業漸・企業統計講蓋では渓営事業湧を，

　経済活動が攣一の経営主体のもとにおいて一定の

　場涌すなわち一区懸を占めて行われている，財貨

　及びサービスの生産または礎供が人及び設備を有

　して継続麹に行われている，という二つの要幹を

　轟たす事業湧と定義している。

撫　講壷票に設定された質溺項§（小間〉の概要は

　以…下のとおむである。

　大間薔

i
2
3
逡
5
§
？
8

隅
聡
髑
髏
隅
隅
閣
闘
大緯2
欝欝

瞬鶴

間ii

幾玉2

大溝3

闘3
賜慧

大間4
悶至5

悶欝

大鷺§

悶i7

武闘§

闘鰺

事業瞬名・所在地・電議番号・代表者氏名

営業活動の実縫の有無

営業形態（小売業，露売業，等）

事業に鍵する面稜

経営形懸（株式会娃，鳶撰会社，等〉

健業者数

一疑単海鵜講者数

隼懸売上高

ごみ麩選の方法（集積場瞬への霧怨，等）

ごみの形態と量（ごみ袋の数，等）

§家鑓鍵紛場合の方法

焼藻類（ざラム無等を含む）勝鳶の霧無

一週懸あたむプラスチックごみ擁鐵量

プラスチックごみの蔓蟹墾方法（謬蓼凄経嚢各）

ごみ麩蓬方法と黄綬老決定の奮無

ごみ保管場霧の蕎無

ごみの鯵サイクルヘのとりくみの有無

ごみの種類ごとの一ケ月あたむ雛灘量
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